
内裏塚古墳（富津市）

　　　　　　右手に行き先表示が立っている/ここの左手に内裏塚古墳がある



　　正面が内裏塚古墳（前方後円墳）の後円部/左奥が前方部/東側から見たところ



　　　右手に入って行く道がある



　　　　　　説明坂が立っていた/前方は東側からのアクセスで、登って行くと後円部墳頂に至るようだ/後程行ってみよう



5世紀中頃築造で二段築成の前方後円墳/内裏塚古墳群の中では最初に築造された古墳で、南関東地方最大
の古墳と云う



　　　　　これは北西側に回って見たところで、左手が後円部、右手が前方部



ここは前方部の裾で、左手に説明坂が立っている/正面は西側からのアクセスで前方部墳頂に登れるようだ





　後円部の2/3の高さまでは自然砂丘を利用して築造されていると云う/被葬者は須惠国造の系譜に連なる人物とされる



　　　　　そこで左手を見たところ/盾形周溝が巡っていた雰囲気が感じられる



　　　　同じく右手を見たところ



　　これは南東側に回り、遠目に全景を見たところ/左手が前方部、右手が後円部



　　　　さて、東側のアクセスに戻り、後円部を目指そう



　　　　　　墳頂が見えて来た



　　　　　　ここが後円部墳頂



　　　　　正面に石碑が、右手に説明坂が立っている



　　　内裏塚と記されている/これは大正4年（1915年）に造立されたものらしい/台座の石は竪穴式石室天井石の一部と云う



　　　　　　こちらは珠名娘子（たまなおとめ）の塚碑



　　　　　　珠名冢碑（たまなちょうひ）と記されている





　　　　　これは後円部からくびれ部方向を見たところ



振り返って登って来た方向を見たところ/説明坂が立っている





これは後円部からくびれ部を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　これはくびれ部から前方部方向を見たところ



　　　正面が前方部/こちらは雑草に覆われたままである/右手に進み、墳丘を下りて行くと西側のアクセスの所に出るようだ



　　　振り返ってくびれ部とその先の後円部を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



これはくびれ部から後円部を見たところ



参考ホームページ

http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/huttu_dairi/

http://www.haniwakan.com/kenkyu/boso/huttu.html

http://tokyo-bay.biz/pref-chiba/city-futtsu/ch0286/

http://www.eskfw.co.jp/okiraku/regions/dairizuka20120627/

http://massneko.hatenablog.com/entry/2014/03/31/120738

http://2nd.geocities.jp/txinui/kantou_kofun6b.htm

http://futtsukayoi.net/2013/03/22/661/

https://blog.goo.ne.jp/kurihira201/e/74aeb58cf5283e66bf9252e0a1f6a0cf

http://obito1.web.fc2.com/futtu.html

http://kofun.dosugoi.net/e1020835.html

http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/huttu_dairi/
http://www.haniwakan.com/kenkyu/boso/huttu.html
http://tokyo-bay.biz/pref-chiba/city-futtsu/ch0286/
http://www.eskfw.co.jp/okiraku/regions/dairizuka20120627/
http://massneko.hatenablog.com/entry/2014/03/31/120738
http://2nd.geocities.jp/txinui/kantou_kofun6b.htm
http://futtsukayoi.net/2013/03/22/661/
https://blog.goo.ne.jp/kurihira201/e/74aeb58cf5283e66bf9252e0a1f6a0cf
http://obito1.web.fc2.com/futtu.html
http://kofun.dosugoi.net/e1020835.html



